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もし災害が起こったら・・・そのとき求められるのは「地域の防災力」
特に災害規模が大きくなると消防や警察、自衛隊など、行政の災害対応には限界があります。
日頃から地域の人と顔の見える関係をつくり、地域の人と避難方法について考え、災害に備えましょう。

お問い合わせ　市民部　防災危機管理課（近江庁舎）1 52-6630 5 52-6930

２
年
前
、
台
風
18
号
で
市
に
大
雨
特
別

警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
、
大
野
木
自
治

会
で
は
住
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
た
が
、

避
難
を
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
―
―
―
。

自
治
会
の
自
主
防
災
規
程
に
は
、
災
害

発
生
時
の
初
動
体
制
や
早
朝
の
避
難
に
つ

い
て
の
決
ま
り
が
な
く
、
避
難
を
呼
び
か

け
る
基
準
や
避
難
で
き
な
い
場
合
は
ど
う

す
る
か
な
ど
を
規
程
に
取
り
入
れ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
地
域
担
当
職
員
制
度

（
＊
）
を
活
用
し
て
自
主
防
災
規
程
を
見

直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

自
治
会
長
、
副
自
治
会
長
、
消
防
班
長
、

老
人
会
長
、
民
生
委
員
な
ど
で
組
織
す
る

「
自
主
防
災
規
程
検
討
委
員
会
」
を
新
た

に
立
ち
上
げ
、
平
成
26
年
度
に
毎
月
１
回

会
議
を
開
き
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
市
の

地
域
担
当
職
員
も
参
加
し
、
現
状
の
規
程

の
問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

重
ね
た
ほ
か
、
自
治
会
内
を
流
れ
る
政
所

ま
ん
ど
こ
ろ

川
な
ど
過
去
に
水
害
の
起
こ
っ
た
場
所
に

出
向
き
、
雨
量
計
の
設
置
に
つ
い
て
も
検

討
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
ま
で
は
、
公
民
館
の
事
務
室

に
掲
示
し
て
い
た
だ
け
の
防
災
組
織
表
を

自
治
会
の
役
員
に
配
布
し
、
災
害
が
起
こ

っ
た
と
き
の
役
割
分
担
を
再
認
識
し
て
も

ら
っ
た
り
、
今
年
４
月
に
改
正
し
た
自
主

防
災
規
程
を
、
自
治
会
の
全
戸
に
配
布
す

る
な
ど
、
自
治
会
住
民
に
災
害
対
応
に
対

す
る
意
識
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
会
長
の
小こ

澤ざ

わ

勝
巳
さ
ん
は
「
自
治

会
住
民
が
集
ま
る
と
き
に
は
、
過
去
の
災

害
状
況
を
伝
え
る
な
ど
し
て
、
み
な
さ
ん

が
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
避
難
を
す
る
に
も

少
人
数
だ
と
行
動
に
移
し
に
く
い
と
い
う

人
も
い
る
の
で
、
今
後
は
土
砂
災
害
の
危

険
が
あ
る
地
区
は
、
組
単
位
で
自
主
避
難

を
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

＊
地
域
担
当
職
員
制
度

自
治
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
市
職
員

が
地
域
の
一
員
と
な
っ
て
自
治
会
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
制
度
で
す
。
平
成
27
年
５
月
末
時
点

で
26
の
自
治
会
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

地
域
担
当
職
員
制
度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

市
　
地
域
振
興
課
（
米
原
庁
舎
）
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自
主
防
災
規
程
を
見
直
し
ま
し
た

大
野
木
自
治
会

▲自治会内を流れる政所川は伊勢湾台風時に
氾濫し、多くの被害が発生しました。

災害に強いまちづくり

高めよう、地域の防災力
災害に強いまちづくり

高めよう、地域の防災力



2015.7.13

米原市内には241か所もの土砂
災害危険箇所があります。土砂災
害はいつどこで起こるか予測が難
しく、突発的に発生します。
土砂災害から身を守るためには、
普段から山などの様子を見ること
や、大雨警報や土砂災害警戒情報
などの情報を収集し、早めの警戒、
自主避難を心がけることが大切
です。

土
砂
災
害
・
全
国
統
一
防
災
訓
練
の
一

環
と
し
て
６
月
７
日
、
伊
吹
地
先
で
土
砂

災
害
の
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集

落
を
姉
川
が
縦
断
し
、
東
西
を
山
に
囲
ま

れ
る
伊
吹
自
治
会
は
、
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
や
危
険
箇
所
が
点
在
し
て
い
る
地

域
で
す
が
、
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

は
今
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
は
、
住
民
や
消
防
団
員

の
ほ
か
、
県
、
陸
上
自
衛
隊
、
米
原
警
察

署
等
の
防
災
関
係
機
関
が
参
加
。「
姉
川
支

流
で
土
石
流
が
発
生
し
た
」
と
い
う
想
定

で
、
情
報
伝
達
や
避
難
訓
練
を
実
施
。
無

線
が
飛
び
交
う
現
地
は
、
緊
張
感
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
住
民
は
、
自
治
会
が
定

め
る
避
難
方
法
に
従
い
、
消
防
団
や
自
主

防
災
組
織
が
避
難
誘
導
を
行
う
な
ど
し
て
、

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
会
長
の
伊
夫
貴
典
r
さ
ん
は
「
地

域
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

非
常
袋
を
日
頃
か
ら
用
意
す
る
な
ど
、
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
心
づ
も
り
で
、
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
」
と
自
治
会
住
民
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
訓
練
の
後
に
は
県
砂
防
課
に
よ

る
出
前
講
座
が
開
か
れ
、
参
加
者
ら
は
土

砂
災
害
の
種
類
や
特
徴
、
土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
る
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

土
砂
災
害
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た

伊
吹
自
治
会

①自治会住民225人が伊夫岐神社と水防倉庫に避難　②自
衛隊による要救護者の救出訓練　③自治会本部では避難者
名簿の作成と安否確認を行った。

県 土木交通部 砂防課
主任技師　本田　鉄兵さん

① ②

③

県防災情報マップを活用ください
大雨や地震による災害が発生！
その時あなたはどうするか、決めていますか？

水害、土砂災害、地震など、身の周りにあるさ
まざまな自然災害の危険箇所を確認しましょう。
そして、いざという時にどのように行動するべき
か考え、万が一の災害に備えましょう。

＊防災情報マップは、パソコンやスマートフォンから閲
覧できます。ＵＲＬ http://shiga-bousai.jp/dmap/

防災講演会を開催します
普段から自然災害に備え、災害が起こった時の
被害軽減を図るためには「防災情報」がとても重
要な「鍵」となります。今回は「防災情報」の果
たす役割をテーマに講演会を開催するとともに、
災害に強いまちづくりを進めるために市が策定し
た「防災情報伝達システム基本計画」について説
明を行います。

日　時　７月11日(土)
14時～16時（受付13時30分～）

場　所　ルッチプラザ　ベルホール310
演　題　自然災害の軽減を目指して

～防災情報の果たす役割～
講　師　元　気象庁長官　

山本　孝二氏

■問 県　防災危機管理局 1 077－528－3436

水害、土砂災害、地震などのリスクマップが閲覧で
きるほか、オリジナルハザードマップの作成もできま
す。避難場所や避難経路を書き込むなど、自治会や各
家庭の防災対策に活用ください。

気象庁長官を務めた講師から、災害対応へのリード
タイム*を考慮した情報提供の重要性、安心・安全で
暮らしやすさを実感できる社会に向けた災害情報シス
テムの高度化の必要性等について、ご講演いただきま
す。
＊リードタイム…
警報・注意報を発表してから基準を超える現象が発生するまでの時間

入場無料
申込不要


